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「第四次千葉県障害者計画・東葛市民９・６シンポジューム」が開催されました

「サポーター研修会・のだ」のご案内
前回は、平成21年9月16日（水）野田市総合福祉会館サポートセンターにて開催されまし

た。

「不適応行動の理解と対応」をテーマにお話をいただきました。

「障害を持っているから…と許しても何も変わらない。理解して認めることとわがままを許

すことは違う」という言葉が印象的でした。

質疑応答では、具体的に困っている事例が出され、「注目行動を下げるには、普段から

普通のことを褒めること」「行動の終わりを示すこと」「できた！という体験をさせること」など

具体的なアドバイスをいただけました。

＜次 回＞

平成21年１１月１８日（水）18:30～20:30

会場：野田市中央公民館 1階 講堂
講師：田熊 立 先生

（発達障害者支援センター・CAS 副センター長）

次回で今年度のサポーター研修会は終了いたします。

■お申し込み・お問い合わせはのだネットまで

平成21年9月6日（日）13時より、沼南公民館大ホールにて開催されまし

た。（主催：障害者計画をすすめる東葛市民の会/かしわ障害者をむすぶ会/千葉県）

当日は150名程の参加者があり、シンポジストに中核センターのコーディ

ネーターも加わり、地域の支援の様子を伝え、議論しました。

重心施設建設問題では「一日も早く東葛北部地域に重症心身障害児施

設を！」との訴えがあり、精神障害者の地域生活保障の問題や高次脳機

能障害者の福祉保障問題に関して「当事者・家族が地域や社会、また、支

援のネットワークから孤立している方が多い現状について」や「これらの障

害は外見上わかりにくいため、周囲の理解を得にくい現状について」等を

各団体の代表者によって語られました。



心の病と向き合う（心のケアサポート）事業 「ザ・トライ」電話相談

心の病を抱える人とその家族の皆様、気軽にお電話下さい。

◆毎月第4木曜日 13：00～17：00

電話：０４-７１２７-２８３２

「こころネット・ハートゆう」 に参加して

この会は、一般市民の方々に「こころの病」についての理解を深めても

らいたいという思いと、障がいを持つ人も持たない人も共に暮らしやすい

地域社会にしたいという思いから発足しました。

会を立ち上げてすぐの7月に講演会を開催しました。

月に2回程集まって検討を重ねる作業は負担の大きいものでしたが、単

一の団体では難しいことも、連携すれば成功させることができるという自

信につながりました。

また、職員同士の交流の機会を作る企画も実現しました。関係団体の

更なる横のつながりが太くなれば良いなと思います。

今後は、映画の上映会や家族の学習会の企画を温めています。

随時、広報していきますので、宜しくお願い致します。

「四つ葉のクローバー」

の営業日が増えます！！

これまで北コミュニティーセンターにて営業されてきた「喫茶 四つ葉の

クローバー」は土曜日のみでしたが、金曜日も営業されることになりました。

現在、土曜日は「地域活動支援センターつばさ」が担当していますが、

11月からの金曜日は「地域活動支援センターのぞみ」が担当されます。

スタッフは8月に実習も済ませ、「この四つ葉のクローバー

が、みんなの良い就労訓練の場に、あるいは一歩ステップ

アップになってくれるといいな」と張り切っていらっしゃいます。

【参加団体】

・地域活動支援センターさくら

・ＮＰＯ法人枝の会

・ＮＰＯ法人メンタルサポート野田そよかぜ

・ＮＰＯ法人子育てネットワークゆっくっく 「ザ・トライ」

・千葉県広域専門指導員（野田圏域担当）

・中核地域生活支援センター・のだネット

・その他…個人

一緒に活動して

下さる方を募集

しています！！

【連絡先】

地域活動支援センターさくら

ＴＥＬ：０４－７１２４－６２８５



中核地域生活支援センター

県民と行政が協力する地域社会

日 時：平成21年11月11日（水）13：30～17：00

場 所：千葉市生涯学習センター
（千葉市中央区弁天3-7-7-/ＴＥＬ043-207-5811）

主 催：千葉県中核地域生活支援センター連絡協議会

内 容：●基調講演

中村 秀一氏（前厚生労働省 社会・援護局長）

「地域における新たな支えあいを求めて

～住民と行政の協議による新しい福祉～」

●シンポジウム

中核地域生活支援センターの評価と課題

実践報告① ほっとねっと

実践報告② 夷隅ひなた

実践報告③ 海匝ネットワーク

シンポジスト 佐川 宏之氏（県健康福祉指導室長）

シンポジスト 木村 清一氏（柏市保健福祉部長）

シンポジスト 副田 一朗氏（市川ガンバの会）

シンポジスト 平野 修夫氏（市原市社会福祉協議会）

コーディネーター 野沢 和弘氏（毎日新聞論説委員）

コメンテーター 中村 秀一氏（前厚労社会援護局長）

■問い合わせは「のだネット」まで

中核地域生活支援センター

の活動を皆さんに知って頂

ける良い機会となります。

是非ご参加下さい！！
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